
50mm厚

気流止め 新築にも、増改築にも対応

気流ストッパー特許出願中
長期優良住宅、フラット35、フラット35Sに最適！

次世代省エネ基準に準拠！！
カッターで
切れ目を
入れるだけ

こんな部位に使用できます

筋交い部

間仕切り壁 現場で施工した様子

壁
体
内
を
走
る
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流
を
ス
ト
ッ
プ
！

ウレタンが
50mm厚に
膨らみ復元します

復元前の気流ストッパー

復元後の気流ストッパー

ウレ
50
膨ら

復元前の気流
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●本カタログに掲載しております製品は、改良等により、仕様の変更
をする場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●本カタログはイメージ例です。全ての工法等に合致するものとは限
りませんのでご了承下さい。
●施工や納まりに関する注意点については、施工説明書、又は弊社
ホームページをご覧ください。
●この商品につきましては、特性上、すきまに完璧に追従するもので
はありません。

気流止めについて■木造軸組工法や鉄骨造の外壁及び間仕切壁上下部では、壁体の
内部空間が床下、小屋裏等の断熱区画外に開放されている。これを放置すると、外気が床
下から壁内に浸入し、小屋裏に抜け出るという気流経路が確立される。この気流は壁体の
断熱性能を低下させ、また天井ふところ・小屋裏空間の通気量を設計想定以上に増大させ
るため、住宅の断熱性能を低下させる大きな原因となる。よって、気密材等により開放され
ている部位を塞ぐことが必要であり、この措置を「気流止め」と称する。～中略～気流止め
は従来行われていた被覆材なしの繊維系断熱材を詰め込むなどの仕様では不完全であり、
気密材で行う必要がある。　　出典／（財）建築環境・省エネルギー機構

在来木造工法の問題点とその解消施工例 気流ストッパーの施工例

仕様 素材

規格（復元後）寸法
復元前寸法
入数
設計価格

袋　　ナイロン
中身　軟質ウレタン
厚50mm×幅130mm×長430mm  
厚25～35mm×幅90～95mm×長370～390mm  
50枚入り/ケース
49,500円

気流ストッパー図面

気流止め 気流ストッパー

復元後

トリプルナイロン袋

ウレタン 平面図

気流ストッパーの特長
・圧縮してあるので、狭い 間にも入れやすい。
・カッターで切れ目を入れるだけで、中のウレタンが膨らみ気流を止めます。
・8分割切残し製法により、自在性があるため筋交いの入る部位、断熱外
皮、間柱間、間仕切壁等、色々な部位に使用できます。
・柱寸法3.5寸、4寸のどちらにも使え、間柱～間柱間、柱～間柱間のどちら
にも使えます。
・先張りシートの施工なしで気密施工が出来、防湿フィルムとの連結もしや
すい。

外壁および間仕切壁上下端部の気流止めに要求される性能
Ⅰ・Ⅱ地域 Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ地域

上下各部の相当 間面積の上限値
max [cm2/m] 0.25以下 1.0以下

0.10以下 0.26以下外壁および間仕切壁上下端部の相当 間面積の合成値
 [cm2/m]

次世代省エネ基準 Ⅰ・Ⅱ地区 次世代省エネ基準 Ⅲ地区以南問題点 気流ストッパーを用いた解消施工例

NJK
気流ストッパーの
性能

合成値　 [cm2/m]　　0.09 < 0.10
（上部）　 max [cm2/m]　0.12 < 0.25
（下部）　 max [cm2/m]　0.12 < 0.25

※気流経路が確率されてしまっています。
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断熱受け

（防湿・気密上の欠損）
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気流ストッパー

気流ストッパー

気流ストッパー

気流ストッパー

防湿フィルム

断熱材

防湿フィルム

断熱材

防湿フィルム

断熱材

防湿フィルム

本 社
札 幌 支 店
盛 岡 営 業 所
仙 台 支 店
新 潟 営 業 所
金 沢 営 業 所
長 野 営 業 所
東 京 支 店
特販グループ
北関東営業所
南関東営業所
名古屋営業所
大 阪 営 業 所
広 島 営 業 所
福 岡 営 業 所

〒110-0006
〒060-0001
〒020-0021
〒981-3133
〒950-0917
〒920-0869
〒380-0823
〒110-0006
〒110-0006
〒330-0062
〒243-0018
〒464-0074
〒550-0005
〒730-0017
〒812-0062

台東区秋葉原1-1 秋葉原ビジネスセンター9F
札幌市中央区北1条西5-2  興銀ビル6F
盛岡市中央通3-3-1 ジブラルタル中央ビル4F
仙台市泉区泉中央1-13-4 泉エクセルビル4F
新潟市中央区天神1丁目12-8      LEXN     B    4F
金沢市上堤町2番33号  興能ビル9F
長野市南千歳2-12-1 長野セントラルビル　8F
台東区秋葉原1-1 秋葉原ビジネスセンター9F
台東区秋葉原1-1 秋葉原ビジネスセンター9F
さいたま市浦和区仲町1-14-8 三井生命浦和ビル5F
厚木市中町4-16-18 YAGI BLDG4F
名古屋市千種区仲田2-15-12 ワークビル5F
大阪市西区西本町1-10-10 オーエックス西本町ビル5F
広島市中区鉄砲町1-20 第３ウエノヤビル4F
福岡市東区松島1-36-2 プラシード101

TEL 03-5289-3303
TEL 011-222-6330
TEL 019-604-2331
TEL 022-371-3717
TEL 025-240-7584
TEL 076-222-5306
TEL 026-268-1166
TEL 03-5289-3305
TEL 03-5289-3306
TEL 048-826-2115
TEL 046-297-7175
TEL 052-744-0250
TEL 06-4391-5356
TEL 082-502-3125
TEL 092-623-0612


